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論 文 内 容 の 要 旨
1.著 者は、竹内利美教授に師事 して、わが国における家族および地域の、一般には慣習あるいは
慣行 とも概念されている 「習俗」の社会学的研究に志向 して研究成活に入 り、最近では、その研
究蓄積を基盤として現代 日本の教育問題の解明に努めてきた。本論文は、柳田民俗学に源流をも
つ 「習俗」の社会学的研究 と、戦後の家族解体論ならびに村落解体論の成果を踏まえて、「生活
様式」 とい う概念を定立 し、実証的事例研究に よって旧時のその特殊 日本的原型を探究 してその










































第一章は、地域社会・における住民 と社会教育 との関連に関する全般的現状を精細に分析 した事
例研究報告二篇から成る。第一節は、1970年 代から進められてきた 「コミュニティ」形成、およ
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法としての 「構造分析」の立場に依拠 してなされたものであ り、その調査の焦点は 「契約講」の






形成に生活習俗がいかに深 く関与 しているかを実証 している。人間形成 と生活習俗との関連sす
なわち地域文化の伝達、1いいかえれぽ地域に個性的な生活様式の伝承が、表層的には、各世代の




に している。以上二篇の事例研究によって著者は、・地域政策 としての教育事業 も地域住民の自己
教育活動も、地域および家族の生活習俗を基盤に据えることなしには、教育機能を具体化するこ















社会的にも家族安定化のための種々の機能のあることを見出し}そ の機能を 「気動き」とい う概
念によって説 くのである。そ して日常と非日常の生活 リズムとしての習俗を伝承する農家主婦の










月が六 ヶ月ごとに繰 り返されてきたとい うのであるが、著者は、地域社会のもつ個性的な社会的
背景から必ず しもそのようにはならないとい うことを発見した。市街地、農村部を問わず、各地
域社会ごとに独自の生活習俗として、住民相互に確認され伝承されていた共通の生活秩序があ り、































しくは近隣集団は都市の歴史的文化的個性 と深 くかかわってお り、都市の近隣関係も非 日常、例





活習俗は変容 しつつもなお近隣は青年 ・成人の自己教育活動に大きな役割を果た していることを
主張するのである。
第二部の実証研究をふまえた 「家庭の生活習俗 と子 どもの社会化」および 「地域社会の生活習
俗 と教育機能」についての論述が第一部である。第一章では、現代の家庭生活においてはすでに




れぽ、人間はすでに懐妊 した時点から社会の成員たることが期待され、その無事出生を願 う祈 り
の儀礼が執 り行われ、誕生はその具体的実現の意味を もっていた。そして、その後の通過儀礼は
地域社会一般に広 く見られる習俗であったという。著者は、その習俗が、家内外の他者 との関係








起 こすかについて、ルース ・ベネディクトによって提起 された 「恥 と罪」の観念を考察の起点と
して、これまでの批判的研究成果から、例えぽ 「世間に対する恥」を生活行動の唯一の規準とす
るのではなく、確かに自己の内面における 「良心」が重大な比重を占めているとの指摘をふまえ




強調 して、そこで取 り結ぼれる近隣および親族の社会関係について論考 している。次いでこのよ
うな日本人の行動規準や生活秩序がいかなる過程を経て地域住民の内面に内実化 してい くかを、
子 ども組 と若者組の活動 と機能の考察を通 して論証する。 これによって地域の社会における生活
様式の伝承のメカニズムを解明している。さらに、地域社会のもつ教育機能についての社会学的






論 文 審 査 結 果 の 要 旨
伝統的な生活習俗の解体?消 失は1960年 代以降、農山漁村においてもきわめて顕著である。それ
だけに現代の生活様式は激動 しているし、文化の陳腐化 もまた激化 している。この時期にあって伝
統的な生活習俗を主題にすえ、基層文化 と表層的生活様式を区別 して、前者を探求するとい う立場
についてはおそらく意見の分れ るところである。 しか し著者の立場、すなわち現代の生活様式が多
様化 し画一化 しているといわれ る現状を肯定 した うえで、わが国現代の生活様式の基調にある旧時
の生活習俗が 日常 ・非日常を問わず、日本人の人間形成に大きな役割を果たしているとみる立場は、
一つの基層文化論としては成立 し得るし、それを否定 し去ることはできない。 しかも著者の基層文
化論的立場は、伝統的生活習俗 とその社会的存在形態に着目し、それ らが日本人の人間形成に与え
る役割を重視 しながらも、現代社会においては、いうまでもなく生活習俗の全面的な伝承ではなく、





を考究 したことは、わが国に固有な 「いえ」および 「むら」の基層文化の解明に新たな研究領域を
提示 したものであ り、ひいては日本人の社会的性格の形成を新たな確定する方途を提案したものと
して評価すべきである。




それにもかかわらず、長年月にわた って実施 した事例研究はまことに精細であ り、短日月の調査
研究では確認できに くい生活習俗 とそれにかかわる諸事項を網羅的に、 しかも全体的関連に把握 し
てその実態を叙述 してお り、著者の優れた調査研究者としての力量を知ることができる。また、論
理的には不充分が点を若干残 してはいるが、生活習俗から現代生活様式を把握 し、家族ならびに地
域のもつ教育的機能の存在形態をとらえなおす とい う未開拓な領域への野心的な試みは評価に値す
る。
よって教育学博士の学位を授与することを適当と認める。
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